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髙久ビル　8 階和室　　撮影：間瀬憲隆 / スタジオ・ミュー

お気に入りの空間
  平塚近辺の人なら誰でも知っている 「弦斎カレーパン」 で有名な髙

久製パンは創業 70 年。 初代榮造氏が横浜で洋菓子店を始められ、

その後平塚で昭和 10 年開業、 和菓子職人であった 2 代目二郎氏が

ご商売を継ぎ、 戦後パンの製造も始められました。 そして 3 代目の榮

二氏は平塚市内の学校給食や大学、 公共機関向けのパンの製造 ・

販売を一手に引き受け、 順調にご商売を発展させてきました。 しかし

老朽化した平塚駅前の店舗の建替えをこの 10 年の懸案事項としてき

ました。 何とかしたいと思いながらも手付かずのまま来てしまった、 と

髙久社長は振り返ります。

　「貸した方がいいという人や、 自分の店がなくなるという不安もあった

ので、 踏み切れないでいたね」

 　大きな建築となると、 建て主に不安はつきものです。 いざ判子を押

すときになるといろいろと考えてしまっていた髙久さんですが、 ユニホ

ーの営業マンとの 4 年にわたるお付き合いの中で、 話が実際の形に

なっていきました。

「その営業マンが同じ髙久という名前だったこともあるけど、 がつがつ

せず、余裕があるところが気に入ったね。 商売の話もあまりしないから、

こちらも自由にものを言えたんだよ」 と評価しています。 お婿さんが跡

継ぎとして会社に入り、 専務に就任されたことも建築に集中できる環境

につながったようです。

　髙久さんの趣味はオーディオ。 「鉱石ラジオ」 を作った少年時代に

始まり、 スピーカーやステレオもこだわりの機械が置いてあります。 デ

ザインにもこだわるそうです。 「優れているものはやはりデザインがいい」

という髙久さんは絵

を描くこともお好きだ

といいます。

　また部屋のあちら

こちらに不動明王像

や仁王像 （金剛力

士 像） が 置 か れ て

います。

「京都の東寺の弘法

市で見かけた 1 体

の仁王像に視線が

釘付けになってね。

『我を平塚に連れていけ』 とお告げがあったので買い求めたら、

それから運が向いてきた」 とそのいきさつを説明くださいました。

仁王像の憤怒の表情は、 「すべての障害を打ち砕き、 おとなしく

仏道に従わないものを無理矢理にでも導き救済するという役目を

持っているため」 とされていますが、 髙久さんは世の中に対する

諦観の表情であり、 むしろ穏やかさを感じ、 美術品としても眺め

ていると心が癒されるそうです。

　照明や建具、 壁の仕様や設備に至るまで、 日本の四季にこだ

わった髙久さんの思いが形になり、 お気に入りの空間が完成しま

した。

和室でくつろぐ　髙久榮二社長



所在地：平塚市
用途：店舗、事務所
構造：鉄骨造
規模：地上8階
設計・施工：㈱ユニホー
施工協力：㈱辰
竣工：2007年8月
撮影：間瀬憲隆／スタジオ・ミュー

作品紹介／monthly　architecture　40

 建て主の思いがちりばめられた多様な空間

青葉台Ｗ邸　増築工事

白いピアノ箱

  JR平塚駅前の地上8階建てのテナントビルである。長年この地でご商売を続けてこられたオー
ナーの住居が７－８階に、店舗・事務所が１－６階に入る。正面左、北側エントランスにセキュリ
ティのかかったエレベータが用意されているが、2階から6階までのテナントへは建物正面の展
望窓付きエレベータでも上がることができる。駅前広場のはるか西には富士山が望める場所で
ある。鉄骨造の外壁にはアスロックレールファスナー方式で御影石を貼っている。
  オーナー邸は、オーナー夫妻と娘さん世帯の２世帯住居である。7階と8階はエントランスロビ
ーの内階段を通して行き来ができる。8階はゆとりの天井高3.8m、ロフトも設け、夫妻の寝室、バ
スルームなどが付帯し、西側に広々としたリビングとキッチンダイニングが続く。
   リビングは特注のスピーカーやプラズマテレビ、オーディオが収まり、中央のテーブルにトップ
ライトから明るい光が差し込む。八角形の装飾床に大理石を採用し、重厚感を楽しんでいる。　
　さらに一番西側、駅前広場に面した部屋は、和室とオーディオルームの2つが用意され、障子
で仕切ることができるようになっている。オーディオルームには、シーン照明が入り、自在に明か
りをコントロールできる。和室は床から25cm高くなっており、琉球畳を敷いた個性的なデザイン
のスペースとなっている。床の間の上部に緑青の唐破風が設けられ、坪庭を模したガラスルー
ムには観葉植物を置いている。屋上には髙久稲荷大明神をまつり、その前で社員や友人とバ
ーべキューパーティを開き、建て主は親しい人たちとすごすひとときを楽しんでいる。

所在地：横浜市青葉区　
用途：専用住宅　構造：RC造　規模：地上1階　
設計：大隅勝治／パンデミック建築デザインスタジオ 
竣工：2007年9月　

①西側全景②2 階外壁部分。 オーナーの希望による外壁のデザイン。 「高久」 の文字看板が老舗の趣を伝える。 時計はユニホー寄贈のもの③西側全景夜景。

駅前広場ではひときわ高い建物である④7 階娘さん世帯のキッチンはレザルク⑤８階オーナー邸エントランスロビー。 左側階段はロフトへ。 右側階段は 7 階娘さん世

帯へ。 床は無垢の花梨⑥8 階リビング

  横浜青葉の丘に建つ、 月を模した丸窓が印象的な白い住居。
その抜けるような白さを持つ母屋の庭先に白いピアノ箱は計画された。
　  ピアノ教室兼 AV シアター、 ２畳の書斎を内包する空間は、 近隣へ
の配慮から、 構造は RC 造とし、 隣地側壁面は無表情とならぬよう、
少しの開口部と穏やかな弧を描いて変化を与えた。
　母屋に対しては大きく開放的な開口を設け、 離れとしての調和を保つ
よう、 平面計画、 高さ、 意匠等、 綿密に計画した。

　計画は一昨年の年末からで、 何度かの変更を経て、 お時間をいた
だいてしまった。 それにも関わらず、 僕らをあきらめなかったクライアン
トの W 様。 建築屋 ・ 辰の森村社長をはじめ、 畠中課長、 現場担当の
村山監督には本当に粘り強く対応して頂き感謝しています。 私たちパ
ンデミックと辰との初めての仕事を与えてくださった W 様への感謝の気
持ちを忘れず、 設計者として 3 者の良好な関係が末永く続くよう、 これ
からも務めを果たしたいと思います。

 ( パンデミック建築デザインスタジオ 大隅勝治）

髙久ビル

①離れ全景②トイレ。 コンクリート打ち放しの壁面に小さく設けられた手洗いス
ペースから光が差し込み、 エントランスに表情を与えている③エントランス
④ピアノ教室兼シアタールーム。 天井にプロジェクターが設置されている

① ②

③ ④

①

②

③ ④ ⑤ ⑥



高木栄一

1963 年　山形県生まれ。日本大学文理学部体育学科卒業。
88 年アルファープランナー入社。97 年同社退社、 タカギプランニングオフィス設立。
これまで建築家と組んで多くの賃貸集合住宅の企画 ・仲介 ・管理を行なっている。
手がけた物件は 70 件近くになる。

http://www.t-p-o.com/

「建物はかっこよければ、

     大事にしてもらえるでしょ」

一流思考の辰が聞く、 フロントランナーの極意

―このたびは 10 周年おめでとうございました。 振り返って今どんな感想
をお持ちですか。
高木 ： ありがとうございます。 日本のマンションの歴史は大体東京オリン
ピックからなのですが、90 年代まで長い間、「高級」 マンションと 「普通」
のマンションしかありませんでした。 「高級」 とされているものも重厚感
ばかりが目立ち、演歌の世界みたいでかっこが悪いと僕は感じましたね。
日本には世界でトップクラスの建築家が大勢いるのに、 なぜ一般の建
築物を建築家がデザインしないのだろうと疑問を持つようになりました。
優れたデザインのマンションが増えればマーケットもより活発に動くだろう
と、 理解のある建て主を探し始めて、 中野区の地主さんを紹介され、
出来上がったのが 「SQUARES （スクエア）」 という建物でした。

―谷内田章夫さんの設計ですね。
高木 ： そうです。 それからマスコミがいろいろと取り上げてくれてデザイ
ナーズマンション市場が一気に拡大しました。

―物件の多くは、 コンクリート打ち放しの躯体、 内装はシナベニヤなど
のほかは壁紙などを貼らずメンテナンスフリーにしています。
高木 ： お施主さんの後々の負担を軽くするということでしたが、 「シンプ
ルな仕様がかっこいい」 とデザイン的にも認められることになって、 同
様の物件がたくさん市場に出てきました。 「集合住宅は建築家の仕事で
はない」という風潮が 95 年くらいから徐々に変わってきて、2000 年に入っ
てからは、 有名な建築家はみな集合住宅の設計をしているという状況
で、 この 10 年間で激変しました。

―10 年たって、 メンテナンスフリーの効果は実際にありますか？
高木 ： 辰で施工していただいた 「BALCON （バルコン）」 も先日木製
部のメンテナンスを行いましたが、 やはり打ち放しの内装はいいですね。
ほとんど劣化しない。 建て主さんも喜んでいます。90年施工の「RADIAN
(ラディアン)」などは新築のときとほとんど変わってない。それにコンクリー
ト打ち放しや、 自然素材は経年変化の美しさがありますね。

―漆喰など自然素材は身体にもやさしいといわれています。
高木 ： ただ僕は個人的には土系はあまり好きじゃないんですよ （笑）
「かっこいいこと＝意匠」 が第一条件。 将来建物をどうするかというとき、

「かっこいい」と壊したくないでしょう。 壊すと社会悪という風潮はあるじゃ
ないですか。 丹下健三さんの建物を壊すとなると周りから大反対が起き
る。 いいものはやはり残ると思いますね。 エコロジーにもつながるし。

―そういう環境の中、 このほど TPO さんでは建築家の設計による中古
住宅 「ビンテージ住宅」 の売買も始められました。
高木：室伏次郎さんの設計した 「中野大和町の家」 （築 30 年、 RC 造、
地下 1 階、 地上 2 階） をうちの HP と雑誌 「TITLE （文藝春秋）」 で
ご紹介したら、 大きな反響がありました。 うちのお客さんはある意味非
常にマニアックですから、 こういう情報はうちのようなところが扱うのが、
一番適していると思いますね。
　リスクはもちろんあります。 古い建物はクレームをつけようと思えば、
いくらでもつけられますから。

―設備などは難しい問題が出てきますからね。
高木 ： しかし、 この建物の購買希望者はみなさん熱意があって、 最後
の方はオークションにしてほしいとまでおっしゃった。 ただ今後を考える
と転売とか違う試みをする人も出てくるかもしれないと、 あえて最初に声
を掛けてくださった人に決めました。 僕はお金で動くのはいやなんです
よ、 REIT もやらないし。 買い手は一人いればいいのですから。
　骨董品市場の感覚とほぼ同じだと思います。 時計や葉巻、 ワインな
ど僕は嗜好品がわりと好きなんですけど、 そういうものと似ていて手入れ
をしながら壊さずに大事に使っていけば愛着がわいて楽しいでしょう。
建物は古くても構造補強などしていけばずっと住めますから。

  それから僕はやっぱり人を選びたい。 新規で建てる企画を進める場合
でもご縁はその人の人柄が決め手です。 「ビンテージ住宅」 もほんとに
その建物を愛する人の 「お見合いの場」 として機能してくれればいいと
考えています。 昔から単体の建築が都市に良い影響を及ぼすということ
を信じてやってきていますから、 いい建物を次世代へとリレーしていけ
ればいい。 そういう形の社会貢献もあると思っています。

―いいデザインの建物が長く使われることは、 最初に施工するものをき
ちんと評価いただけることにもつながっていくと思います。
本日はありがとうございました。

高木さんにご紹介いただいた次回のお客様は

「マシン・エイジ」 の須田哲正さんです。 お楽しみに。

　今月から、 辰の企業理念 「一流思考」 をキーワードに、 プロフェッショ
ナルな仕事振りで時代を切り拓いた方にご登場いただく新しいコーナー
「Front Line」 をスタートさせることになりました。
　今、 日本で求められているのは確固たる目的意識を持ち、 仕事を実
践してきた人たち。 その方たちの仕事の流儀を紹介させていただき、 さ
らにお友達をご紹介いただく、 リレー ・ インタビューです。
　第 1 回は、この 8 月に創業 10 周年を迎えた、「タカギプランニングオフィ
ス （以下、TPO）」 代表取締役の高木栄一氏です。 世に言うデザイナー
ズマンション ・ ブームを巻き起こした不動産会社で、 辰も設立当初より
数多くの施工を受注させていただきました。

Front Line 01

撮影 :アック東京
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TOPICS/INFORMATION

　・新しく、スタートした「Ｆｒｏｎｔ　Ｌｉｎｅ（フロント・ライン）」はいかがでしたか。タカギプランニングオフィスで始められた「ビンテージ住宅」の
売買は、「満を持しての登場」と言えるのではないでしょうか。以前より「せっかく建築家の設計で建てたのに、いざ売ろうとすると、築年
数、駅からの距離、間取りなど、普通の住宅と同じような条件でしか判断されないのが残念だ」という声を耳にしていました。よいデザイン
の建物をきちんと評価してもらえる市場が今後広がることを期待したいと思います。

築40年の建物の復元

外部改修工事に励む

辰の現場監督が毎回登場します。

東京都出身
一級建築士、ｲﾝﾃﾘｱｺｰﾃﾞｨﾈ-ﾀｰ

ﾃｷｽﾀｲﾙ、ｷｯﾁﾝｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰを経て、ﾊｳｽﾒｰｶｰ
のﾘﾌｫｰﾑ部門で営業・設計・現場管理を行う。

担当した主な改修物件　（設計者）
KOH8608、HAH7710、NAH6601
　　　　　　　　(鈴木恂、改修監修　内木博喜）
赤坂ＰマンションＥ邸（桑原聡）　ほか
ﾘﾌｫｰﾑ
代々木八幡A邸、三田K邸、など（本人）

谷貝　真美　

編集後記

「逗子市久木4丁目マンション　
　　　新築工事」  地鎮祭　　　8月8日

　相続専門コンサ
ルタントのコーディ
ネートによる計画で
す。
　逗子市では「まち
づくり条例」など、

構造：ＲＣ造　地上３階
用途：共同住宅
設計：シーネッツ一級建築設計事務所
完成予定：2008年3月
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私　の　1　週　間　23

　芦原太郎氏設計の熱海の O-HOUSE が、
韓国のインテリア雑誌に掲載されました。
　ELLE などのように世界各地で出版されており、
内容も各地で異なる雑誌です。
http://www.internidecor.com/

「O-HOUSE　が雑誌『INTERNI & Decor』
　August 2007号　に掲載されました」　
　　　　　　   

「新入社員が入りました」　　

　新入社員が入りました。
　よろしくお願いいたします。

建築部　　村田雄吾
開発事業に厳しい制限を設けており、外構計
画では何度も事前協議を重ねて、建築確認
を得ることができました。

NAH6601


